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第 
2530 福島西ロータリークラブ会報 地区 

奉仕プロジェクト 

  委員会委員長 
 

会長 寺 島 英 樹 

幹事  佐 藤 宗 弘 

 宮 﨑 秀 剛 

佐 藤 卓 立  会報写真担当 

（１） 

 
 
◇開会点鐘          寺島 英樹 会長
◇ロータリーソング 
「それでこそロータリー」 
ソングリーダー 

高橋 智弘 会員 
 
 
 
 
 
 
◇四つのテスト唱和 

佐藤 卓立 会員 
 
 
 
 
 
 
 
◇お客様紹介並びにビジター紹介 
◇第７期 RLIパートⅠ修了証 伝達 

寺島 英樹 会長 

 
◇会長あいさつ         寺島 英樹 会長 

 

◇幹事報告          佐藤 宗弘 幹事 
〇例会変更のお知らせ 
〇その他のお知らせ 
 9月のロータリーレートは 1ドル 145円となって

おります。 
 本日例会終了後、午後 2 時 30 分より地区 R 財団

補助金活用事業「こむこむ子どもライブラリーへ
の図書寄贈」に会長・幹事・社会奉仕・青少年奉
仕・公共イメージ委員長が出席して参ります。 

 
 
 
◇出席・スマイリングボッ
クス小委員会報告 

久米 允彦 会員 
 
 
 
 
〇寺島英樹会長 
 先日は東北野球大会・前夜祭に出席ありがとうご
ざいました。 
〇佐藤宗弘幹事 
 久米允彦クラブ・ラーニングファシリテーターに
よるクラブ研修楽しみにしております。 
〇久米允彦会員 
 拙いスピーチにお付き合い願います。 
〇高橋智弘会員 
 東北地区野球大会の前夜祭に参加してきました。 
〇宮﨑秀剛会員 
 久米さんのお話、楽しみにしております。本日も
宜しくお願いします。 
 
朝倉久仁男会員／大平謹一郎会員／佐久間政文会員
／佐藤卓立会員／宍戸順一会員／髙梨哲男会員／野
尻榮一会員／松林克次会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 9回例会 点鐘 12:30 

委員会報告 

スマイリング BOX集計 13件 26,000 円 

ご協力頂きました皆さん、ありがとうございました。 
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◇本日のプログラム 
◆クラブ研修 

クラブ・ラーニングファシリテーター 
                久米 允彦 会員 

ようこそ！ロータリーへ 
ロータリーを楽しむ為に 

 
なぜロータリーに入会しましたか 

きっかけは？ 
・取引先の方のお勧め 
・友人・先輩諸氏のお誘い 
・なんとなく・・・・ 
そして 
・ロータリーって何するところだろう？ 
・男性が圧倒的に多いみたい・・・・ 
・何に役立つのかな？ 
 

ロータリーの目的（綱領） 
有益な事業の基礎として奉仕の理想を謳い、これを育
成し、特に次の各項を謳い目標とすることにある。 
第一 奉仕の機会として知り合いを広めること。 
第二 事業および専門職務の道徳的水準を高めること。

あらゆる有用な職業は尊重されるべきであると
いう認識を深めること。そしてロータリアン各
自が、職業を通じて社会に奉仕するために、そ
の業務を品位あらしめること。 

第三 ロータリアンすべてが、その個人生活、職業生
活および社会生活に常に奉仕の理想を適用する
こと。 

第四 奉仕の理想に結ばれた、職業と専門職務に携わ
る人の世界的親交によって、国際間の理解と親
善と平和を推進すること。 

綱領（目的）を読むと、何か構えているようで窮屈な 
感じですね。 
もうちょっと分かり易く、日常生活・社会生活でも 

心掛けるべき標語があります。 
 
4つのテスト（言行はこれにてらしてから） 

１、真実かどうか。 
２、みんなに公平か。 
３、好意と友情を深めるか。 
４、みんなのためになるかどうか。 
この標語はロータリアンでなくとも心掛けたいことで
す。 
 
奉仕をするということ 

・奉仕の原点 
人は誰しもが一人では生きていけないことを知って 

います。人とのお付き合いのスタンスとしてあなた
はどんなことを心掛けますか？ 

  「 一人は皆のために、皆は一人のために 」 を思う
ときに、人は善意というものが働きます。いわゆる
「good will」なのです。これが奉仕の原点でしょう。 

 ・「人に施しをする。」等という大層なことを考えて奉
仕活動をする。こんな事は決して出来ません。傍目
からみれば寧ろ滑稽にさえ見えるはずです。もっと
自然体で出来ればと常々思います。 

・皆さんも他人から受けた奉仕を印象深く覚えておい
でになるでしょう。意外なことに善意を行った本人
はさほど印象には残らないものです。自然に受けた
奉仕は自然に印象に残るのです。 

 
一人では出来ない奉仕活動 

・当然のことですが何事でも一人でやることには限界
があります。ましてや奉仕という全く自分の為だけ
でなく行うことが、どれだけ難しいかはお分かりで
しょう。 

・そんなときに同じ志の仲間がいれば、どんなに心強
いことでしょう。それが貴方が所属しているロータ
リークラブです。 

・「世のために少しでもお役に立ちたい。」「少ししか出
来ないが社会奉仕をしたい。」と思っている素晴らし
い仲間がいるのです。 

・クラブの仲間同士で、ちょっとだけでも構いません。
どうしたら奉仕が出来るのだろうと話し合ってみて
下さい。仲間はたくさんいます。 

 
職業奉仕が第一歩 

１）貴方のお仕事に全力を傾注して下さい。 
このことを疎かにして自らの頭の上の蝿も追えな
いようでは、奉仕活動もままなりません。 

２）職業奉仕こそロータリー奉仕活動の第一歩です。
仕事あってのロータリーです。 

 
クラブを通して奉仕の仲間をつくろう。 

・人は誰でも個々の性格によって周りの方々とのお付
き合いの仕方が異なります。 

・外向的な方・内向的な方それぞれ特性をお持ちです。 
  だからこそ人とのお付き合いは面白いのです。何と

いっても自分では持ち合わせていないお考えや主義
をお持ちなのですから、大いに目覚めさせて頂ける
機会に恵まれるのです。これは人生の醍醐味といっ
ても過言ではないでしょう。 

 
互いに認め合う仲間をつくろう 

・社会的に違った環境で暮らしてきた者同士が分かり
合えること。 

・人の話をじっくりと聞く機会に恵まれること。 
・意外なところで意気投合できる機会に恵まれたロー
タリー活動 

・ファイアーサイドフォーラムをしてみよう 
  新入会員の皆様が主になって先輩ロータリアンと酒

などを酌み交わしながら談笑しよう。 
 

ロータリーの歌 
・例会が始まればソングリーダーの指揮で 
・奉仕の理想 
・それでこそロータリー 
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・我らの生業 
・手にてつないで etc 

大の大人が真剣な面持ちで歌っています。私のクラブ
では取り立てて教えて下さる方はいなかったみたいで、
聞きかじりしながら覚えました。皆さんも恥ずかしが
らず大きな声で歌ってみましょう。腹に力を入れて歌
を歌うことは、結構気持ちのいいものです。決して早
く覚えなければ等と思わなくて結構です。そのうち歌
える様になります。 
 
スマイリングボックス 
（ニコニコボックス）でコメントを 

・例会にお知らせしたい嬉しいこと 
・慶事 
・感謝のメッセージ 
・感動したこと 
・お世話になったこと 

   等、何でも良いのです。貴方のメッセージが例会を
明るくします。 
 
相互扶助の精神は？ 

・よく言われるのが、「ロータリーは仕事には繋がらな
い」という話があります。 
本当でしょうか？ 

・私の経験をお話すれば、仕事の相談は頂きますし、
こちらからも致します。 

・すべて、信頼関係に立った上で成り立つ事です。一
朝一夕では出来るものではないかもしれませんが、
貴方のお人柄がそれを可能とするはずです。 

 
例会に慣れるまでの各ステップ（１） 

１）なるべく休まずに出席しましょう 
２）ちょっと早めに出かけましょう 
３）例会の度に色々な方とお話しましょう 
４）行事には積極的に参加しましょう 
これ等がクラブの皆さんが貴方を覚えてくださる第一
段階です 
 
例会に慣れるまでの各ステップ（２） 

１）指名された役目は喜んで引き受けよう 
これは無理に何でも引き受けるということではあ
りません。楽しんで引き受けて頂きたいというこ
とです。 

２）分からないことがあればどんどん聞こう。 
３）一週間のメリハリとして例会に出席しよう。 
この習慣を身につければ、結構例会が楽しくなるはず
です。 
 
ロータリーの仲間たち（１） 

１）クラブの皆さんはそれなりにポリシーを持ち歴と
した事業家の方々です。 

２）職業倫理もお持ちですし、ご自分のお仕事にもプ
ライドを持っておいでです。 

３）貴方のお付き合いのスタンスと姿勢でお付き合い
出来ることが素晴らしい財産になるはずです。 

 
ロータリーの仲間たち（２） 

・皆さんが緊張した面持ちで入会なさった経験を先輩
ロータリアンもなさっています。 

 

・任意の愛好会があります。 
① ゴルフ部会  
② 野球部会 
③ またたび会 etc 
どこに顔を出しても構わないのですが、お付き合い
で入ることはなさらないで、積極的に楽しんで下さ
い。 

・これらから何かが生まれるはずです。それは貴方し
だいです。 

 
貴方にお願いすること(１) 

１）自ら汗をかいて奉仕して下さい。 
  お金だけ出してはいけません。 
    青少年に対する奉仕活動やその支援を一緒にやる

ことは若者から爽やかな気分を頂けます。 
２）クラブに良いプログラムをご提案下さい。 
３）先輩ロータリアンの昔話を聞いてみて下さい。 
 30年前のロータリーは？ 

 
貴方にお願いすること(２) 

退会はしないでください。 
・仕事が忙しかったりして、連続して欠席を余儀なく
されることだってあるでしょう。 

・ロータリーがつまらなくなったりする事もあるでし
ょう。 

・どうすることも出来ない事情で退会せざるを得ない
状況もあるでしょう。 

・そんな貴方をクラブの皆さんは心配されるのです。
何らかの事情があることも皆さんは知っています。
そんなときこそ、辞めないでいて頂きたいのです。
貴方の頑張っている姿をみんなが見ています。そし
て「私も頑張らなくちゃ」と思うのです。 

 
貴方にお願いすること(３) 

１）結構仲間意識が強いのです。 
    とりわけ東日本大震災後はその傾向は強くなった

ようです。 
    復興支援で各地にお邪魔して被災者の皆様と接し

てより強く意識するようになったと思います。 
 ２）こころざしの絆は大切にしたいものです。 

３）コロナ騒ぎで例会が途切れた時は、一週間のメリ
ハリが悪かったですね。 

 
貴方にお願いすること(４) 

長時間にわたりご清聴ありがとうございました。 
１）私の拙い話が皆様のお役に立つとは到底思えませ

んが私がロータリアンの皆様から頂いた善意の
数々をお話してみました。皆様には自然体でロー
タリーを楽しんで頂きたいと思います。 

２）クラブの皆様との交流は、これからのロータリー
活動のみならず人生に何かの形で役に立つと信じ 

  ています。 
貴方のロータリー活動が奉仕の一歩です。 

 
 
 
 
◇閉会点鐘           寺島 英樹 会長 
◇会報カメラ担当 
公共イメージ委員会     佐藤 卓立 委員長 
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9月 27日(金)午後 6時より、大船渡プラザホテルに
て 2024年全国 RC甲子園大会東北地区親睦野球大会前
夜祭が開催されました。当クラブより久米允彦東北地
区野球連盟事務局長、黒澤信之野球部部長、寺島英樹 
会長、高橋智弘会員が出席しました。 

去る 9月 28日（土）午前 10時、まちなか広場にて
第 4 回スポ GOMI 大会 in ふくしまが福島 RC の主催に
より開催されました。当クラブより幹事が出席し、福
島 RC菅沼会長へ御祝をお渡ししました。 
持続的な社会貢献、環境意識を改革するきっかけ作

りとして 4年目を迎えましたが年々参加者が増えてい
るようです。「ゴミ」や「地球の環境」に対する日々の
意識を変えるきっかけは少ないと思います。そんな中、
本大会のように「イベント化」「競技化」することで、
参加したくなる仕組みが作られると感じました。 

去る 9月 30日（月）午後 2時 30分、福島市子ども
ライブラリーにて絵本贈呈式が執り行われました。地
区ロータリー財団補助金を活用して、絵本 58 冊
160,000 円相当を寄贈、絵本には地区ロータリー財団
補助金活用の証として、且つ公共イメージと認知度の
向上を図るべく、シールを貼り付けました。 

会場には、福島市より三浦裕治教育部長・安藤勝章
図書館館長・3 名の司書、当クラブより寺島会長・宮
﨑会長エレクト・朝倉社会奉仕委員長・佐藤卓立公共
イメージ委員長・幹事・小澤事務局が出席しました。 
3 人に 1 人が 1 カ月に本を読まないと言われる程読書
離れが進む今日ですが読書から得られる知識や感動は
子どもたちにとって一生ものの財産になり、長期的な
地域の発展に資するものと思っております。 

2024年全国 RC甲子園大会 

東北地区親睦野球大会前夜祭 

第 4回スポ GOMI 大会 inふくしま 

地区ロータリー財団補助金活用事業 
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去る 10月 4日（金）午後 1時、昨年度の優勝校 福
島市立岳陽中学校にて優勝カップ返還式を執り行いま
した。当クラブからは佐藤宗弘幹事も同席、野球部顧
問の先生も立ち会っていただき、石綿厚校長先生へレ
プリカを贈呈、今後の少年野球大会開催に向けた課題
や昔話等について 15分程度談笑してまいりました。 

 

第 26回福島西 RC杯少年野球大会 

優勝カップ返還訪問 
 


